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このガイドでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのアクセシビリティ機能につ
いて説明します。サポートされる支援テクノロジについては、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemインストール概要』を参照してください。

オラクルのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子サポートを得ることができます。詳細は、http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照するか、聴覚障害のあるお客様は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?
ctx=acc&id=trsを参照してください。

アクセシビリティに関するオラクル社の取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://
www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

FDMEEのアクセシビリティの使用可能化
FDMEEのアクセシビリティが使用可能になるのは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceプ
リファレンスでスクリーン・リーダー・サポートを使用可能にし、FDMEEアプリケーションを開いたときです。

注：

EPM Workspaceでスクリーン・リーダー・サポートを使用可能にする前に、アプリケーションがすでに開
いている場合は、一度閉じて、新規のブラウザ・ウィンドウで開き直す必要があります。

JAWS(R)画面読み取りソフトウェアを使用する場合はInternet Explorerをブラウザとして使用することをお薦めしま
す。JAWSスクリーン・リーダーがリンクおよびイメージのショートカット・キーを読み上げるようにするには、仮想PCカーソ
ル(VPC)モードを有効にする必要があります。

アクセシビリティを使用可能にするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択し
ます。

2. 「アクセシビリティ・モード」で、「スクリーン・リーダー・サポートの使用可能」を選択します。

このオプションを選択すると、インストール済のスクリーン・リーダーが、画面に表示された情報を読み上げることが
可能になります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
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http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
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3. 「OK」をクリックします。

FDMEEのアクセシビリティ機能
タブ・インデックスがグループボックス、テキスト・ボックスおよびボタンに準備されています。

注：

JAWSスクリーン・リーダーで[Alt]キーを押しながら上矢印キーをクリックすると、グループ・ボックスの
アイテムの数をアナウンスします。

視点を表す"POV"などの略語は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition画面全体で
使用されます。スクリーン・リーダーはこれを"POV"と読み上げます。スクリーン・リーダーのディクショナリに略称の対応
語句を追加して、たとえば"POV"を"視点"に置き換えるような場合は、スクリーン・リーダーのドキュメントを参照してくだ
さい。

高コントラスト・モードの設定
高コントラスト・カラー・モードはアクセシビリティを高めるために使用できます。このオプションは、スクリーン・リーダーが
サポートされているプラットフォームでのみサポートされています。

高コントラスト・モードを設定するには:

1. 「ファイル」メニューから「プリファレンス」を選択します。
2. 「アクセシビリティ・モード」の「テーマの選択」ドロップダウンから「コントラスト(高)」を選択します。

高コントラスト・モードと通常モードの切替えには、ショートカット・キーも使用できます。[Ctrl]+[Shift]+[H]を押すと、
テーマが切り替わり、EPM Workspaceの再起動または作業の続行を尋ねるプロンプトが表示されます。テーマの変
更を確認するには、EPM Workspaceを再起動する必要があります。作業を続行した場合は、次回のログオン時に
テーマの変更が有効になります。

3. 「OK」をクリックします。

推奨されるJaws設定
• 表の読取り専用フィールドをタブで移動する際、PCのカーソル・モードをオンにしてください。
• 編集可能なフィールドにデータを入力する際、PCのカーソル・モードをオフにしてください。

スクリーン・リーダー・モード
• 選択には、ラジオ・ボタンとチェック・ボックスを使用します。
• 情報アイコンの場合、アイコンをクリックして詳細を表示します。
• 新しいページに表示されるポップアップはありません。確認メッセージなどのポップアップが保存時またはルールの

起動時に表示される際は、スクリーン・リーダーがポップアップについてアナウンスした後、下向き矢印キーを使用し
てメッセージを読取ります。情報のポップアップについても、プロセスは同じです。
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ユーザー・インタフェースでの[Tab]キーの使用
ユーザー・インタフェースのデフォルトのタブ順は、左から右、上から下に移動します。

ドキュメントのフィードバック
このドキュメントへのフィードバックをお送りください: epmdoc_ww@oracle.com

次のソーシャル・メディア・サイトでEPM情報開発をフォローできます:

• LinkedIn - http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051
• Twitter - http://twitter.com/hyperionepminfo
• Facebook - http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642
• Google+ - https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts
• YouTube - http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051
http://twitter.com/hyperionepminfo
http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642
https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts
http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts
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ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた
場合は、オラクルまでご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメ
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ある場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用
し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro
Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに
関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除い
て、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保
証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよび
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